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1 骨髄移植・さい帯血移植の保険点数、１万点が加算 

3 さらなる患者救命のため「100 日プロジェクト」が発足しました 

2 ２/29（日）、骨髄バンク・さい帯血バンク合同公開フォーラム開催 

 

 12 月 １月 現在数 累計数 

ドナー登録者数 1,998 2,309 182,379 230,252

患者登録者数 156 182 2,454 15,630

骨髄移植例数 39 56 - 5,361

 注）数値は速報値のため 

   訂正されることがあります。 
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日本骨髄バンクの現状（2004 年１月末現在） 

２月 13 日（金）に開催された中央社会保険医療協議会(中医協）総会で、平成 16 年４月

１日付改正の診療報酬点数が答申され、同種骨髄移植の保険点数は 37,600 点→47,600 点、

さい帯血移植は 26,900 点→36,900 点と、それぞれ１万点増の改正となりました。 

骨髄バンク利用料金にかかる医療保険適用については、全国の支援ボランティアの皆さ

まが約 110 万人の署名を集めて国会に請願し、さらに骨髄バンク推進議員連盟をはじめと

する国会議員、経済界を含め多くの関係者の方々にご支援をいただきました。皆さまのご

尽力に心より厚く御礼申し上げます。 

なお、当財団としましては、今回の診療報酬改正を踏まえ、患者さんの経済的負担の軽

減について、今後も検討してまいります。 

２月 29 日（日）10:00～17:00、全労済東京会館（新宿区西新宿７-20-８）で、さい帯血

バンクネットワーク、全国骨髄バンク推進連絡協議会、財団の３者による合同フォーラム

「激論！明日の造血幹細胞移植」を開催します。治療の選択肢が広がる中、両バンクはど

うあるべきかを造血細胞移植の最新情報や、両バンクの現状報告、問題点を通して検証し

ます。患者・家族、ドナー登録者をはじめ、骨髄バンク、さい帯血バンク関係者、医療関

係者の皆さまのご参加と会場でのご発言をお待ちしています。入場は無料です。 

ドナーの方の自由意思を尊重しつつ、より患者さんの状況と希望に応えるため、移植ま

での期間の短縮を目指し、手続き方法と体制を抜本的に見直していくことになりました。

目標はコーディネート開始から移植までの中央値を 100 日程度にすることです。プロジェ

クトチームは事務局に置かれますが、この目標は、確認検査実施施設、移植・採取施設な

ど各関係機関、ドナーの方、主治医の先生など多くの皆さまのご理解とご協力があっては

じめて達成できるものと考えています。今後とも皆さまのより一層のご支援をお願いいた

します。 
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傍聴をご希望の方は、事前に財団事務局までお申込みください。 

 公開/非公開 開催予定 

常任理事会 公開 ２/21（土）14:00～16:00 廣瀬ビル ２階会議室 

臨時評議員会 公開 ３/１（月）14:00～16:00 廣瀬ビル ４階会議室 

普及広報委員会 公開 ３/４（木）18:00～20:30 廣瀬ビル ２階会議室 

常任理事会 公開 ３/13（土）10:00～12:00 廣瀬ビル ２階会議室 

医療委員会 公開 ３/13（土）11:00～16:00 廣瀬ビル ４階会議室 

ドナー安全委員会 非公開 ３/13（土）13:30～17:00 千代田中小企業センター５階会議室

 

6 財団各委員会開催予定 

4 1 月のドナー登録数。上向き傾向、累計登録者も 23 万人に 

1 月のドナー登録者数は 2309 人、取消者数は 685 人、実質増加数は 1624 人で前年同月

の登録者数を 10.7％上回りました。登録会は 95 回実施され（うち献血併行型は 90 回）、

登録者数は合計 829 人（登録者の 35.9％）。登録会は東京 16 回、福岡、沖縄８回、富山、

石川、愛知、京都、大阪６回、新潟５回、福島、茨城、徳島４回などで開催されました。

１月は固定窓口での登録率が 64％と高い比率を占めましたが、公共広告機構ＣＭの放映回

数の増加、映画「半落ち」の封切り、プロジェクトＸのＢＳ再放送（３月９日もＮＨＫ総

合で再放送）、プロゴルファー中溝裕子さんの番組放映などがあり、複合的に影響したもの

と思われます。 

一方、累計ドナー登録者数は、受付開始からまる 12 年を経過した本年１月で 23 万人を

超えました。多くの善意の方々がいらしてこそ到達しえた数字であり、ご登録いただきま

した皆さまには心からお礼を申し上げます。また、ドナー登録受付、検査、データ管理を

担う日本赤十字社・各地血液センターの皆さま、各都道府県・保健所の皆様、ドナー募集

活動にご尽力いただいた全国各地の支援ボランティアの皆さま、関係者の皆さまに深く感

謝申し上げます。 

5 厚生労働科学研究班の公開シンポジウム、28 日（土）開催の案内 

２月 28 日（土）13:30～17:30、東京慈恵医科大学本学本館（旧）２階講堂において、厚

生労働科学研究４班合同の公開シンポジウムが開催されます。最新の造血幹細胞移植の各

種研究について、一般の方々にわかりやすくハイライト編として報告されるものです。 

主な演題は、さい帯血移植の現状、ミニ移植臨床試験の概要、血縁者のＨＬＡ不適合移

植（ＮＩＭＡ移植）、非血縁者移植ＨＬＡ適合の意義、骨髄移植・末梢血幹細胞移植のドナ

ー安全確保などです。入場無料、どなたでも参加できます。 




